















































































































































絶している状態であるとその概念をいう 240 それで彼は、 華厳三昧と比較し
て、 華厳三味を解行、すなわち「因」の立場であり、海印三昧を「果」の立場であ
ると理解している25。なお、 r解行」の解は縁起相由門と理性融通門とに分け、


















































34 なお、『起信論』の大綱について、法蔵のr起信論義記』玄談は、 一心 。二門 三大 四信 五行として示
している（大正44、241a）。



































































































































































































































































































ると捉えている。その内容から見る と、「海印」とは、 具体的な三昧 というよ
り、仏智（真如）の作用ないし正覚の相用（業用）を示しているものと理解され
る。ここに澄観独自のr海印」の理解が示きれているといえる。
